令和６年１月２８日執行予定
甲州市長選挙
選挙公報掲載上の制限及び留意事項
甲州市選挙管理委員会
１　掲載文原稿用紙（書面）による申請の制限及び留意事項
1 原稿用紙は、甲州市選挙管理委員会（以下「市委員会」という。）の配布した「選挙公報掲載文原稿用紙」を使用してください。
2 掲載文は、必ず無彩色で記載しなければなりません。
3 氏名欄内には、候補者の氏名のほか、党派、生年月日又は年齢を記載することもできますが、記載する場合の内容は次のとおりとします。
1) 氏名
立候補届出に記載された氏名を必ず縦書きで記載してください。通称の使用認定を受けた場合には、その通称を記載してください。なお、候補者の氏名のほか、氏名に付ける振り仮名を記載することができます。
2) 党派
候補者の所属党派を記載してください。いずれの党派にも属さない場合には、無所属となります。
3) 生年月日又は年齢
立候補届出に記載された生年月日又は年齢（選挙期日における年齢）を記載してください。
4 候補者の写真掲載欄には、文字等を記載しないでください。
5 掲載文に添えて提出する写真は、選挙期日の6か月以内に撮影した候補者自身の無帽、正面向き、上半身、無背景の手札型（縦11cm、横8cm）によるものとし、その裏面に候補者の氏名及び撮影年月日を記載してください。
6 掲載文に図、イラストレーション及びこれらの類を記載しようとする場合においては、それらの部分に係る面積の合計面積は、当該候補者が原稿用紙に掲載文を記載することができる面積（政見等の記載欄）のおおむね2分の1を超えてはなりません。
7 選挙公報は、候補者から提出された掲載文を写真製版により印刷します。又、掲載原稿が所定の寸法よりも大きい場合には、縮小して印刷する場合もあるので、掲載原稿文に小さい文字を使用する場合には注意してください。
8 掲載原稿の濃淡と写真の濃淡とが同一でない場合が多いため、写真は掲載原稿に貼付せずに提出するもの（2枚）とし、印刷の際に印刷予定業者と市委員会が相談のうえ別々に濃淡を決めるものとします。
9 掲載原稿に網掛けを入れる場合、網掛けは鮮明に反映されない場合があるので、あまり細かい網掛けは注意してください。
２　電磁的記録による申請の制限及び留意事項
1 原稿用紙は、市委員会の配布した「選挙公報掲載文原稿用紙」のサイズ及び配置等を参考に、「Adobe Illustrator」又は「Adobe Photoshop」のCS4～CS6を用いて作成してください。
（Word、Excel、Powerpoint等のソフトは使用することができません。）
2 掲載文は、必ず無彩色で記録しなければなりません。
3 提出（事前審査含む。）する際の形式は、前述のソフトで制作したデータをアウトライン化した上で、PDFで別名保存してください（プリセットをPDF/X-1a：2001とする。）その際、候補者の画像データは配置しないで別途提出してください。尚、掲載文欄に図、イラストレーション及びこれらの類を使用する場合は、カラーモードをグレースケールとし、解像度を400dpi又は400pixel/inchを基準とした上で、レイアウト上に配置したPDFを提出して下さい。又、Illustratorの透明効果は使用できませんのでご注意下さい。

※ファイル名は「R03_甲州市長選挙公報原稿（候補者氏名）.pdf」としてください。
氏名欄内には、候補者の氏名のほか、党派、生年月日又は年齢を記録することもできますが、記録する場合の内容は次のとおりとします。
1) 氏名
立候補届出に記載された氏名を必ず縦書きで記載してください。
なお、通称の使用認定を受けた場合には、その通称の記載となります。又、候補者の氏名のほか、氏名に付ける振り仮名を記載することができます。
2) 党派
候補者の所属党派を記載してください。
いずれの党派にも属さない場合には、無所属となります。
3) 生年月日又は年齢
立候補届出に記載された生年月日又は年齢（選挙期日における年齢）を記載してください。
4 使用できる写真及び図については、次のとおりとします。
1) 候補者の写真は、原稿用紙（電磁的記録）とは別にJPEG形式の写真データを保存して提出してください。
2) 提出する候補者の画像データはカラーモードをグレースケールとし、縦11cm、横8cmのドキュメントサイズで解像度を400dpi又は400pixel/inchを基準とします。選挙期日の6か月以内に撮影した候補者自身の無帽、正面向き、上半身、無背景のものとし、可能な限り、加工・縮小せず、そのまま提出してくださるようお願いします。

※ファイル名は「R03_甲州市長選挙公報原稿（候補者氏名）.jpg」としてください。
3) 電磁的記録で提出の際は、制作した環境下で掲載文のpdfと写真のjpgを原寸でプリントアウトし、媒体（CD-R）と一緒に出力見本として提出してください。
4) 候補者の写真掲載欄には、文字等を記録しないでください。

5) 掲載文に図、イラストレーション及びこれらの類を記録しようとする場合においては、それらの部分に係る面積の合計面積は、当該候補者が原稿用紙（電磁的記録）に掲載文を記録することができる面積（政見等の記載欄）のおおむね2分の1を超えてはなりません。
３　掲載文の訂正
1 市委員会は、規定に違反する掲載文の申請があったとき、又は記載した文字が著しく小さい場合等において、印刷が著しく不鮮明になる恐れがあると認めるときは、候補者に対し、掲載文の記載の訂正を求めることができます。
2 候補者が前項の規定による求めに応じない場合は、市委員会は、必要な訂正をすることができます。
４　掲載の順序
1 掲載の順序を定めるくじは、申請期限後直ちに市委員会が行うものとし、くじを行う日時及び場所はあらかじめ市委員会が告示します。
2 候補者もしくはその代理人は、市委員会が行う当該くじに立ち会うことができます。
５　その他
1 選挙公報の掲載の申請は、選挙の告示日に選挙公報掲載申請書によってしなければなりません。
2 印刷から発行までの期間が限られているため、事前審査の際に、掲載文原稿用紙を預からせていただきます。
書面による申請の場合には、原稿2部を、電磁的記録による申請の場合には、原稿1部及びCD-Rを用意してください。

3 既に申請した掲載文を撤回しようとするときはその旨を、これを修正しようとするときは、書面による申請の場合には、新たに記載し直した掲載文2通を、電磁的記録による申請の場合には、編集し直したCD-R及び掲載文1通を添えて、その旨を、それぞれ選挙公報掲載文撤回（修正）申請書により、市委員会に申請してください。
4 前項の規定による掲載文の撤回又は修正の申請は、申請期限（告示日）午後5時までに行ってください。
5 印刷前までに立候補辞退等により掲載しない候補者がある場合、当該欄は空欄として印刷します。又、選挙公報の発行手続きに着手した後においては、当該候補に係る掲載は中止しません。
6 一旦提出された選挙公報の掲載文の原稿は、掲載の撤回による場合のほか、返却は行いません。
7 候補者は、選挙公報の掲載位置その他印刷の体裁について指定することはできません。
[image: image1.emf]　胸像写真について参考例（ギリギリ可とした例）

※１　男性の場合、少なくともワイシャツのカラーが完全に見えていること。

※２　両肩の鎖骨が完全に写っている程度であること。

※３　頭上の余白が１cm程度あること（最低でも５mm以上）



